
レ
ン

九

五

の
死
刑
に
雌
せ
ら
れ
た
る
昨
は
、
そ
の
子
付
告
制
収
容

一
時
は
、
辿

座

を

申

引

さ

れ

た

。

侃

大

妨

。

ー
と
し
、
八
年
足
腕
巾
村
四
郎
右
衛
門
が
析
に
雌
せ

一

レ
ン
ジ
ユ
淫
南
町
大
担
脊
傾
成
寺
の
柄
。

組
関

一

レ
ン
ジ
ヨ
ウ
イ
ン

窪
静
院

大
型
寺
務
京
第
九

ら
れ
た
際
、
そ
の
謎
子
も
養
子
白
子
も
斬
せ
ら
れ

一
新
記
に
、
九

H
サ
一
日
附
伴
坂
伯
4

白山畑山山
の
組
協
の

一
代
前
刷
利
之
の
側
室
小
原
氏
の
法
川
町
。
詳
し
く
は
悲

た
o
X元
般
入
年
代
官
下
代
松
引
武
左
衛
門
が
析
せ

一
的
息
を
政
ぜ
る
め
は
、
天
正
元
年
の
も
の
で
あ
る
。

一
開
院
砲
慌
智
番
大
姉
。

ら
れ
た
時
、
四
子
皆
殺
告
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
巾
の一

レ
ン
シ
ユ
ウ
ジ

窪
舟
寺

m
m
咋
抑
制
羽
咋
に
在
つ

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

謹
昌
寺

金
抑
卯
ぽ眼
前
川
に
在

一
人
は
他
家
に
餐
は
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
又
一
て
、
民
宗
京
訴
に
幽
す
る
。

一
っ
て
、
日
延
宗
に
図
寸
る
。
山
観
は
普
香
山
。
天
正

犯
持
説
の

m.始後
、
そ
の
刑
の
犯
に
日
る
べ
き
ヰ
H
E
一

レ
ン
ジ
ユ
ガ
ツ
ベ
キ
聯
珠
合
壁
一

加
。
加
到

一
十
年
日
山田
之
を
越
前
府
巾
に
倒
4
3
L
、
そ
の
弟
子
日

あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
、
天
保
六
年
足
相
判
中
料
八
兵
衛

一
永
山
中
太
政
時
の
省
し
た
総
川
狩
紗
と
、
越
中
山
凶

一
祐
の
時
、
臨
長
十
λ
年
帯
地
を
金
持
関
助
路
樹
に
F
Z

の
凶
入
の
子
が
波
宮
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
手
保
十
一
丘
子
間
山
ぃ
出
し
た
新
川
料
品
田
を
合
は
せ
た
も
の
で
、

一
け
、
次
い
で
卯
医
油
木
山
に
修
っ
た
が
、
前
治
元
年

六
年
足
都
宮
口
判
明
右
術
門
は
、
阿
よ
り
死
刑
に
日
る

一
明
治
」
l

一
一
年
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
火
災
に
催
。
、
児
に
如
来
苦
の
治
祉
に
判
じ
た
。
こ

も
の
で
あ
っ
た
が
、寧
死
し
た
伐
に
そ
の
子
を
一ニ
，
腕
一

レ
ン
ジ
ユ
ジ

蓮
受
寺

凪
京
柑
焔
ぬ
に
在
っ
て
よ
れ
即
ち
今
の
地
で
あ
る
と
い
ふ
。

御
出
川
泊
政
代
別
に
し
、
そ
れ
が
間
間
後
山
例
に
な
っ

一
民
宗
取
仮
に
凶
オ
ろ
。

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

謹
照
寺

江
出
制
対
怖
に
あ
っ

た。

χ
父
を
死
刑

ι
す
る
時
は
、
三
人
の
見
出
を
辿

一

レ
ン
シ
ョ
ウ

謹
照

明
附
付
邸
玄
。
思
本
初
と
蹴
一
て
、
民
宗
商
振
に
因
す
る
。

同
盟
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、父
の
刑
を
コ
一
γ

防
御
抑
制
一

L
、
本
側
菊
存
知
的
抗
男
で
あ
っ
た
。
背
山
地
院
情
制
限

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
謹
照
寺

臨
め
柑
三
室
に
在
つ

代
刑
に
し
て
、
予
を
無
非
と
し
た
泡
延
三
年
足
料
林

一の
門
に
閉
口
a

，ひ
、
必
勝
元
年
作
如
示
寂
の
後
、
加
引
に

一
て
、
民
宗
間
振
に
邸
寸
る
。

市
左
街
門
の
如
き
場
合
も
あ
っ
た
。

一
下
っ
て
能
尖
柑
作
絞
れ
村
本
漣
寺
に
日
り
、
三
年
間

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
建
聖
寺

鹿
島
郁
三
室
に
在
つ

(
=
一
〉
士
分
の
泌
箆

l
M山
肌
作
者
が
士
分
即
ち
歩
曲
以
上

一
制
大
杉
に
削
光
院
を
州
側
し
た
。
後
泌
如
の
病
筋
き

一
て
、
国
同
宗
束
献
に
臨
す
る
。

な
る
町
、
死
刑
の
父
に
封
し
男
子
の
辿
座
す
べ
き
こ

一
に
及
び
山
科
に
上
。
、
文
泊
三
年
三
且
引
六
日
そ
の

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
建
生
寺

河

北
郡
山
岨
紐
に
在
っ

と
付
、
延山
H

二
年
の
令
に
見
え
、
犯
伴
者
が
死
刑
の

一
地
で
別
配
し
た
。
刊
指
七
十
一

。
問
光
院
は
今
凶
光
寺

一
て
、
真
宗
瑛
一
阪
に
田
町
す
る
。
初
め
逝
抑
制
で
あ
っ
た
が
、

判
決
別
に
自
書
し
て
も
、
子
の
切
者
せ
ら
れ
た
貸
永

一
と
抑
制
し
、
邸
主
的
手
跡
は
石
川
都
議
性
寺
岡
山
縦
の

E
一
明
治
二
年
八
且
寺
獄
の
公
務
を
昨
さ
れ
、
凶
J
I
三
年

元
年
御
釘
州
市
有
笠
松
J
t
郎
の
如
き
必
合
が
あ
ろ
。
死

一
信
侭
大
口
に
治
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
七
月
岡
地
の
良
凶
寺
を
併
合
し
た
。

刑
以
下
の
泊
政
で
も
m
m
子
が
辿
座
し
た
仰
に
は
、
正

一

レ
ン
ジ
ヨ
ウ

蓬
乗

関
は
舵閉
山
。
誠
一
如
の
二
男

一

レ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

蓬
湾
寺

山
応
畑
中
内
に
在
つ

徳
二
年
定
指
御
馬
組
組
の
士
制
口
揃
太
郎
の
割
合
が
一
で
、武
名
を
党
議
丸
、公
名
を
左
衛
門
官
と
冊
惜
し
た
。

一
て
、
民
宗
東
振
に
出
幽
す
る
。

あ
る
が
、
他
家
に
誌
は
れ
吃
ゐ
る
子
は
不
問
に
附
せ

一
文
安
三
年
を

U
て
住
ま
れ
、
犯
正
六
年
北
闘
に
下

一

レ
ン
シ
ン
謹
心

部
慈
の
子
。
武
名
幸
町田
、
公

ら
れ
た
。
刑
り
執
行
刑
犯
叩
作
者
が
牢
死
し
た
お
に
、

一
回り
、
如
来
百
耐
の
後
を
承
け
て
、
越
中
刻
扱
の
別
来

一
名
刑
部
卿
、
前
は
宣
伝
由
。
能
史
榔
本
誕
寺
に
位
し
、

子
の
辿
践
を
有
し
た
こ
と
も
あ
る
。
平
外
十
九
年
御

一
寺
、
加
到
二
似
凶
本
来
寺
を
鍛
締
し
、
途
に
若
松
本

一
来
総
坊
と
蹴
し
た
。
永
椋
八
年
十

一
且
十
三
日
寂
o

m問
者
松
江
次
郎
左
衛
門
は
死
一
等
を
減
じ
て
杭
刑

一
泉
寺
に
限
依
し
た
。
永
正
元
年
二
且
サ
一

日
示
絞
。

一

レ
ン
シ
ン
ジ
慈
心
寺

金
慨
に
在
っ
た
日
諸
宗

と
し
、
そ
の
子
も
辿
座
抗
刑
と
す
る
泣
告
を
4
1
付
て
一
税
五
十
九
。

一

寺

院

で

、
延
期
以
五
年
破
却
を
命
ぜ
ら
れ
た
o
J
ニ
ツ

ゐ
た
が
、
執
行
前
牢
死
し
た
お
に
子
は
山
制
さ
れ
た
。

一

レ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

康
正
院

一刑判
日
長
治
の
女
で
二

Y

ユ
Y

日
俊
。

滞
宋
に
雫
り
父
の
死
刑
又
は
流
刑
に
辿
隠
し
て
流
刑
一
前
川
利
治
に
昨
日
は
れ
た
も
の
L
法
版
。
詳
し
く
は
服

一

レ
ン
ス
ウ

謹
一
崇

又
恕
宗
に
も
作
り
、
泡
格
安

と
な
る
べ
き
も
の
幼
年
な
る
時
は
、
十
以
訴
ま
で
執

一
一

止

院

仰

山

幹

怯

尼

。

一

器

。

下

問

氏

を

縦

し

、
本
願
寺
巡
如
門
下
の
一
人
で

行
を
延
期
し
、
そ
の
問
犯
人
の
統
翻
の
地
に
在
っ
て

一

レ
ン
ジ
ヨ
ウ
イ
ン
謹
静
院
加
引
出
仰
木
第
二
代

一
あ
る
o
m拙
祭
が
い
つ
か
ら
挫
如
に
随
従
し
た
か
は
、

死
ん
だ
時
、
又
は
そ
の
子
が
許
可
を
得
て
剃
髪
し
た
一
前
川
利
H
M
の
女
誠
搬
の
法
悦
。
詳
し
く
は
綿
一
成
院
妙

一
日
間
極
の
問
題
の
鰯
れ
る
所
で
あ
る
が
、
蓮
如
上
人
総

起
に
は
、『
こ
の
人
生
凶
は
越
前
同
抽
出
水
の
人
に
て
、

心
さ
が
し
き
人
に
て
併
し
附
、安
強
と
人
々
巾
け
ろ
。

上
人
か
の
附
(
越
前
}
に
入
。
た
ま
」
初
よ
0
近
き
判
中

り
、
御
教
化
を
袋
。
、宮
口
附
御
坊
の
楽
師
山
に
あ
O
て
、

一
文
不
油
の
人
な
る
が
、
訟
夜
ひ
ま
な
〈
手
習
の
附

し
て
、
問」
1
の
年
よ
り
い
ろ
は
を
割
引
ひ
、
後
に
は
氏

、，物
を
恕
き
間
ひ
、
鋭
敏
等
売
も
判
別
し
、
保
土
の
法

門
心
に
か
け
、
才酬は
の
人
と
な
り
て
、
務
公
を
一
段

心
に
か
け
ら
れ
候
あ
ひ
だ
、
上
人
の
御
心
に
か
な

へ

ろ
玄
求

・
丹
披
は
切
に
戚
て
、
安
前
型
λ
へ
々
と
ぞ
め
さ

れ
け
る
。
』
と
し
、
又
叩
池
袋
が
泌
如
の
近
松
町
代
か
ら

の
従
却
た
ろ
こ
と
や
一
鴨
川す
べ
き
も
の
に
付
、
製川長山向

間
協
仲
担
良
宗
刷
出
古
録
の
如
き
が
あ
る
。
忠
ふ
に
今

原
子
位
御
潜
と
し
て
似
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
述内
M
が

文
明
医
師
ι

の
手
間
叫
に
係
り
、
そ
れ
止
ぜ
口
凡
る
と
泌
叫
況
が

古
口
附
以
後
随
従
し
て
手
跡
を
引
ん
だ
と
す
る
訟
を
信

問
し
得
ぬ
。
文
明
七
年
八
月
八
日
強
如
辺
部
の
縦
約

山由
人
総
川
神
戸京
郡
山
市
柴
守
政
)
に
付
制
引
越
前
凶
爺
例

州
北
陀
節
税
法
崇
と
犯
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
誕
祭
付

一
地
如
の
使
者
と
し
て
組
前
大
山
却
に
赴
き
、
明
れ
純
n-μ

と
碁
を
附
ん
で
年
論
L
、
岱
に
一
八
月
ド
旬
泌
如
の
吉

附
そ
退
去
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
凶
そ
似
し
た
。

円程
キ
-

以
て
巡
回
m
は
勘
杭
せ
ら
れ
、
後
加
訟
の
出
初
に
目
的
や
守

山川

へ
た
が
、
凶
入
に
攻
め
ら
れ
て
ま
た
崎
山
に
隠

れ
、
次
い
で
成
そ
の
非
を
数
さ
れ
ん
こ
と
を
的
う
た

が
日
的
を
淫
せ
ず
ー
終
に
明
剛
山
八
年
三
月
泌
如
の
病

続
き
同
に
及
ん
で
僅
か
に
泌
す
ろ
こ
と
を
得
た
と
い

ふ。

』

へ
イ
ジ
ヤ
ゴ

Y

ヨ
絹
子
日
臨
御
針
。

レ
ン
セ
イ
建
替
相
阿
付
成
粂
。
鴨
川
内
光
王
丸
、

公
名
三
似
、
光
附
神
地
と
も
光
間
切
と
も
桝
L
、
泌
如

の
四
男
で
あ
る
。
版
元
元
年
党
以
て
住
ま
れ
、
江川山

側
の
山
川
光
教
寺
湖
野
幼
・九
M
H
均
1
k
，ひ
組
巾
の
巾

m坊
を
側
め
た
。
大
永
元
年
八
月
七
日
示
寂
、
総
六
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